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 2018年4⽉期の決算状況
• 売上⾼46.6億円（前期⽐+6.9億円）、経常利益3.6億円（前期⽐+0.5億円）。
• 販管費は26.0億円（前期⽐5.8億円）、今後の成⻑に向けた投資を実施。

 エグゼクティブ・サマリー
• 前期⽐で増収、増益。成⻑のための投資実施による費⽤増があるも、ほぼ期初計画

通りの着地。

 事業の現況
R+house事業は好調を継続。その他商材も伸⻑。

【R+house事業】
• 売上、受注ともに伸⻑。2019年には売上⾼は約25.1億円、総利益は約15.2億円、

会員数は260社に増加⾒込み。

 2019年4⽉期・業績予想
• 売上⾼は63.0億円（前期⽐+16.4億円）経常利益は4.7億円（前期⽐+1.1億円）を⾒込む。
• 増配を実施。配当性向は30%を⽬安。1株配当3.4円。

 中期経営計画の進捗状況
• クラウドファンディング…不動産特定共同事業者第1、第3号認可取得。（2018年2⽉）

ハイアス・キャピタルマネジメント株式会社設⽴。（2018年5⽉）
• R+houseの受注促進…モデルハウス6棟の展開順調。2018年7⽉全棟オープン予定。
• 住宅⾼性能化実現のための新商材…Rakuten STAY HOUSE等の提供。
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1. エグゼクティブ・サマリー
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本⽇は暑い中、お集まりいただきましてありがとうご
ざいます。取締役執⾏役員経営管理本部⻑の⻄
野と申します。よろしくお願いいたします。
本⽇は代表取締役の濵村も参っておりますので

後ほどの質疑応答では、濵村から回答する場⾯が
あると思います。
資料が⼤変多くなっておりますので、まずは私がか

いつまんで今回の決算の状況、事業の現況および
業績予想をお伝えできればと考えております。

本⽇ですが、こちらの⽬次にありますとおり、エグゼ
クティブ・サマリーおよび決算の状況、事業の現況を
前半にお話しさせていただいたのち、業績の予想と
併せて最近の取り組みについてもお伝えしていきた
いと思っております。
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まずはエグゼクティブ・サマリーです。こちらはお⼿元
の資料にもありますとおり、前期⽐で⾒ますと全ての
指標において⼤きく上回ることができました。これに
対しまして、予算⽐では、残念ながら全てが達成と
いうことにはなりませんでしたが、ほぼ計画どおりに進
めることができました。
今回の業績を引っ張ってまいりましたのは後ほどお

伝えする主⼒のR+house事業でして、こちらが引
き続き堅調であったことが主な要因となります。
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弊社の理念につきましては今までもお伝えさせてい
ただいていますが、本⽇、初めて説明会にお越しい
ただいた⽅もいらっしゃるとのことですので、少し触れ
させていただきたいと思います。
我々は住宅、不動産に関わる資産の価値を⾼め

る
ことを使命と考えております。この使命を、B to Bの
ビジネスとして、企業さまを通じ、実現したいと考えて
おります。
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こちらは総務省が５年に⼀度、発表しているデー
タです。資産の内訳を⾒ますと、⾦融資産は約3割
で、7割近くが住宅や宅地資産となっています。
ところが皆さんもご存じのとおり例えば3,000万円

で建てた家が30年後に幾らになるかというと、ほぼ
価値が無くなってしまいます。このことはこの７割を占
めている資産価値が⼤きく毀損されていくということ
になります。
このような状況をなんとかしたいと考えております。
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こちらは欧⽶との⽐較の図になります。
左の図が欧⽶での⼟地や家屋の資産の価値を表
しています。図を⾒ていただきますと、⼟地もそうです
が、建物に関しても決して価値を落としていないとい
うことがわかります。
それに対しまして、右図の⽇本は、⼟地代はとも

かく、家屋に対する評価は年を追うごとに下落して
います。理由としては、⼤きく２つの要因があります。
⽇本では、建てたいと思えば⽤途地域にさえ合っ

ていれば、どんどん家を建てることができます。そして、
当然、余っていきます。現在、「空き家問題」とも⾔
われていますが、家が余っていきますので、当然、受
注のバランスが崩れて価値がどんどん落ちていくのが
実態です。これに対しまして、欧⽶では、都市計画
に基づいて建物の供給量に対して総量規制をかけ
られていますので、それにより価値が落ちにくくなりま
す。
もう１つの⼤きな要因がそもそものハードです。何

⼗年も使⽤できる建物になっているのか、ということ
です。本⽇も関⻄で⼤地震がありましたが、⽇本の
建物につきましては、耐震性能は⾮常に⾼くなって
います。ですが、省エネ性能や耐久性能は世界と
⽐べると⾮常に低いレベルです。その結果、30年、
40年経過した時に、物としての価値がほぼなくなっ
てしまいます。
このような状況の中、2020年に省エネ基準がで

き、⾼い性能を問われる基準が義務化されます。
弊社も⾼い性能の建物を普及する上で役に⽴ちた
いと考え、現在の事業をやっております。
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弊社は様々な商材を提供しておりますが、この図
では、家を取得し、住み、売却・または引き継ぐなど
の時系列に従って、弊社の主な商材をまとめました。
これはあくまでもエンドユーザーの視点での時間の

流れで書いておりますので、それぞれのタイミングに応
じてB to Bという形で、お客さまに役に⽴つ商材を
展開しております。
後ほど詳細を説明させて頂きますが、まず、家を買

いたい、⼟地を買いたい、と考えだす初期の段階に
おいて役に⽴つ商材を提供しております。
そして、“家を建てる”では、具体的に⻑く持つ、資

産価値が落ちにくい建物を提供しております。そして
住み始めてからのリフォームや、サポート等のサービス
も提供しております。後ほどもう少し説明させて頂き
ますが、建物の価値を維持させる為の商材の提供
も始めました。
また、⼤事なのは最終的な売却や、資産活⽤を

するというタイミングです。そのタイミングにおきましても、
様々な商材を揃えております。
このように、家の取得から売却までの様々なタイミ

ングにおきまして、弊社は商材を展開しております。
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2. 2018年4⽉期の決算状況
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１８年度４⽉期の決算状況について、もう少し
詳しくお伝えしたいと思います。こちらでご覧いただけ
ますとおり、先ほどのサマリーでもお伝えしましたように、
前期⽐で全て順調に成⻑しております。さらにこの
図では内訳についても分解しております。
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左端の前期の経常利益を基準とした場合に、通
常の商材等々での増益があり、その次に事業の譲
り受けによる増益があります。今まではR+houseの
技術的な部分に関して外部に出していた部分が
あったのですが、今回、この事業の譲り受けをしまし
た。それによる差益がネットで40百万円となります。
さらに⼦会社を今期は複数作ったことによる粗利の
増益があります。
減益部分の経費部分なのですが、譲り受けのほう

はネットで表していますので経費からは譲り受け部
分を除いています。こちらは、今期必要となりました
投資や増資などが含まれています。
この結果、355百万円の経常利益となりました。
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予想⽐、予算対⽐に関しては微増になっています。
次のページの図で説明させていただきます。
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内訳としては幾つかプラス・マイナスはありますが、こ
のような数字の結果となっており、ほぼ予定どおりの
動きができたと思っております。

今期はかなり販管費が多くなっていますので、内
訳も書いております。まず、事業を拡⼤していますの
で、当然⼈件費等が増えています。また家賃も増
加しましたので、その影響が出ております。
新しい商材等々も出しておりますし、既存の

R+houseのような商材に関しても販促費を積極
的に掛けました。これらの結果、今期は、販管費増
えております。
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連結のBSのサマリーにつきましては、簡単に⽬を
通して頂ければと思います。
こちらにつきましても、全体的に順調であると思って
いますが、以前と少し違ってきたのは固定資産の部
分です。
弊社はこれまでは固定資産を持たない形で進め

てきていましたが、今期はモデルハウスに対する投資
や、先ほども触れました譲り受けに関わる部分で無
形固定資産が増え、その結果、現⾦が少なくなって
おります。
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図の⻘い部分が、全体の売り上げに対しての⼀
番の主⼒になっているR+houseです。こちらは図か
らもわかりますように、R+houseもそれ以外の商材
も順調に伸びてきています。
R+houseは現在、約40％の売り上げを占めて

いまして、これに関連する商材も増えてきていますの
で、本⽇はこの事業の状況をお伝えしたいと思って
おります。

3. 事業の現況

次は、事業の現況についての資料になります。

11
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こちらはいつも提⽰している資料ですが、新築の市
場が徐々にシュリンクしていっていることは、皆さんも
ご存じだと思います。
ですが、現在R+house事業では全国200を超

える加盟店があるのですが、これらを全て合わせた
実際の⼾数は順調に伸びていっております。
補⾜としましては、グラフ上では2018年では伸び

率が減っているように⾒えるかと思いますが、こちらは
計上基準の変更によるものです。計上のタイミング
がおおよそ１カ⽉半ずれることになったことにより、こ
のような数字の表れ⽅になっております。これは次の
期以降には影響が出ませんので、順調に伸びていっ
ていることがおわかり頂けると思います。

12
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ここで、あらためて本⽇もR+houseの強み、我々が
提供している商品の強みというところについて簡単に触
れさせていただきたいと思います。
ご存じのとおりいろいろな企業さまが新築の商材を提

供されております。その中で勝っていくということは⾮常
に難しいことであります。
ですので、弊社が提供している商材は、エンドユー

ザーの⽅々が重視されていることに注⼒しています。本
⽇は添付しておりませんが、過去のアンケート調査の
結果より、現在のお客様は⾮常に性能⾯を重視され
ている⽅が多いです。また、デザインに関しても最近は
こだわりを持たれている⽅が多くなってきています。当
然それを⼿頃な価格で求められていらっしゃるわけです。
このR+houseという我々の商材はそれぞれをうまく提
供できるような仕組みにしております。
まずデザインのところですが、例えばこの写真の建物

です。こちらの建物をかっこいいと思われるかどうかは主
観もありますので、必ずしもこのデザインだけがいいとい
うような売り⽅はR+houseではやっておりません。
こちらにも書いておりますように、約80名、現在は90

名近くになっていると思いますが、建築家のネットワーク
があります。建築家がお施主さまに合わせてデザインを
提供するやり⽅をしていますので、この写真はあくまで
⼀例となります。
今回は幾つかこのような写真も⼊っていますので後

ほど⾒ていただければと思いますが、お１⼈お１⼈、
１棟１棟かなりこだわったデザインというのが提供でき
るというのが我々の強みになっています。
さらに、性能につきましては、全部の商材に通じるこ

とですが、⾮常に断熱性能を重視しております。建築
家がデザインはするものの、性能を損ねないように設
計の基準や部材の基準を⾮常に精密に作り、この研
修を受けた⽅だけがこのネットワークに⼊れる、という仕
掛けをつくることで、性能⾯もぶれさせないやり⽅を
取っています。
併せてその設計ルール、部材のルールというのを伝え

ながら、我々の、今回、⼦会社の中に⼊りましたが、
部材供給をする仕組みも我々は持っております。つま
り、メーカーから直で現場のほうに資材を提供すること
ができますので、中間マージンをカットでき、⾼性能な
がらも、コストのほうを⾮常に抑えて提供できています。
こういったパッケージをBto Bで地⽅の⼯務店さまに

提供することで⾮常に喜んでいただけるとともに、競争
⼒を持って事業活動をやっていただいております。
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その結果が我々のほうから⾒ると、こういった数字
の表れ⽅になってきています。このスライドでは売上
⾼を⽰しておりまして、重要な粗利益、売上総利
益のほうは次のスライドをご覧いただければと思いま
す。
⼤きく３つの収益源泉によって我々の売上、もしく

は売上総利益というのは構成されています。会費収
⼊、ロイヤルティ等、初期導⼊フィー、この３つの収
益の構造となっています。
初期導⼊フィーというのはフランチャイズでの加盟

⾦に近いイメージのものになります。これは名のとおり、
会員になっていただく瞬間だけ、⼀度発⽣するもの
ですので、⼀度この数字が上がったからといって、毎
年毎年上がってくる数字ではありません。それに対し
て会費収⼊は、⽉の会員として毎⽉お客さまからい
ただくフィーになります。ですので、退会されない限り
ずっと積み上がっていく、⼀番安定感がある収⼊に
なります。

14
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真ん中のロイヤルティ等は、こちらも我々にとっては
安定収益の源泉であり、成⻑のドライバーになって
いると考えています。基本的には会費を払ってこの
仕組みを使っていただいていますので、各企業さまが
⼀⽣懸命この商材を売ろうとしてくださいます。各企
業さまが年を追うごとにR+houseの販売⼾数を伸
ばしてくれていますので、ロイヤルティはある程度安定
的な収益としてみなしております。
さらに、ロイヤルティに関して補⾜しますと、お客さま

のほうが⼗分に習熟されて、どんどん販売数を増や
していかれる時も、我々の⼯数やエネルギーの投下
はあまり伴いません。サービスを提供していれば、各
企業さまの努⼒によって勝⼿に業績が上がってきて、
そこから我々のほうに⼊ってくる収益になりますので、
⾮常に弊社の成⻑に⼤きな意味を持つ数字になり
ます。
予想も含めてですが、⼀番安定している会費収

⼊と、半分安定していて成⻑性を持つロイヤルティ
等を含めて、７割を超える粗利をつくれるようになっ
てきています。
⼀番上の薄いグレーの初期導⼊フィーは、初期は

これでほとんどの数字をつくっていたわけですが、安定
感というところには⽋けます。⼀定のお客さまを増や
すための活動は今後も繰り返していきますが、それよ
りも会費とロイヤルティ等を重視して現在は進めてい
ます。そして、それらが順調に伸びていますので、今
のビジネスの現況は順調だとご判断いただけるので
はないかと思っております。

15
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会員を増やしていくという話にも少し触れましたが、
2019年の⾒込としまして全国260社、2018年は
240社の企業さまにこのR+house事業の会員と
なっていただいております。グラフでは、少し会員数、
社数の伸びが鈍化しているように⾒えるかもしれませ
んが、これはある程度シェアが増えてきたということと、
⼊れ替えによるものです。⼊れ替えは微妙な表現で
すが、会員になっていただいたものの、なかなか積極
的に動いてくださらない会社も中にはあります。そこで、
契約書上のルールとして、⼗分な成果が出ない場
合には契約を更新しないということを弊社側からでき
るようにしております。
その結果、数字では2019年度に260社に達す

る予測となっていますが、あまりうまくいっていない会
社の⼊れ替えも含めて260社になっていますので、
質はどんどん上がってきているとご理解いただければと
思います。
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このスライドでは、受注の棟数およびそれに伴う売
上、粗利を⽰しています。
⼀番左が2018の実績数値となります。その隣にあ
るのが2017年との⽐較になりますので、この⼀番左
と左から２番⽬というのが実質上の伸びになります。
これに対して、左から３番⽬の2018年予想とい

うのは、これは我々が当初予定していた数字です。
そこと今回の実績を⽐較すると、受注数が200ほど
少なかったとなりますが、これは先ほど触れた計上基
準の変更もありますので、ご⼼配いただかなくてもい
いと思います。
実質的には以前の計上の仕⽅であれば1,200

近い数を2018年はやれたと思います。従って、
2019年は1,380と書いていますが、それほど無茶
な数字ではなく、順調な成⻑の中で読める数字で
組めていると思います。
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我々の商品はなかなかこの場で皆さまに実感いた
だけるような商品ではありませんので、少し間接的に
ではありますけれども、我々の商品の、現在の評価
をこのグラフで説明させていただきたいと思います。
このグラフでは１会員当たりの商材導⼊数の推移

を⽰していますが、要するに１社当たり複数の商材
を⼊れてくださっているかどうか、１社当たりの導⼊
数をこちらの折れ線グラフで⽰しております。⾒てい
ただけますとおり、右肩上がりになっています。１つの
商材を導⼊いただいて、評価が悪ければ２つ⽬、
３つ⽬の導⼊はまずしないと思いますが、導⼊数が
順調に伸びていっており、現在では、１企業さま当
たり平均すると約３商材ほど⼊っている状態ですの
で、⽐較的商品を認めていただいているのではない
かなということを、間接的ではありますが感じておりま
す。
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先ほど社数ベースで240と説明しましたが、あくま
でR+house事業はエリア性を敷いておりますので、
エリアの埋まり具合をこちらの資料で⽰しています。こ
こで56.0％と書いてありますが、全国486のメッシュ
に切った中で、現在272までエリアが埋まっています。
先ほどの240社に対して272ですので、複数のエリ
アを押さえている会社もいることになります。

こちらは全国、ほぼほぼ満遍なく⾊が付いてきて
いる状態になっております。東北に関しましては、震
災等の影響であまり活動しておりませんでしたが、今
後は動いていくことになるかと思いますので、ほぼ全
国をカバーできている状態であることがご覧いただけ
ると思います。
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4. 2019年4⽉期・業績予想

ここから来期、19年４⽉の業績予測になります。

18

ここはあくまで予想になりますが、⾒ていただけます
ように、全体的に130％以上の成⻑を⽬指して来
期の数字は組んでおります。これまではおおよそ
115％前後の成⻑でしたので、今回は少し⼤きく
伸ばしているかのように⾒えるかと思います。
今期は、今年の２⽉にR+house事業に⼤きく

関わる事業の譲り受けをしております。これまでは技
術的なことや、設計図⾯などに関することを、元々
の提携先と組みながらやっていましたので、その部分
は売上の中から原価というような形で提携先にお⽀
払いしておりました。
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この部分を譲り受けたことにより、全て我々の売上
として吸収できるようになりました。このことを反映し
た数字ですので、今期に⽐べて⼤きく伸ばしているよ
うに⾒えますが、実質は⽐較的コンサバティブな数
字で組んでいると思っています。
これは上期の数字ですので、通期は次のシートに

なります。
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先ほどと同じような図で⽰しております。このように、
商材の伸びの部分、譲り受けの影響の部分、そし
て⼦会社が増えたことで伸びる部分を⾒込んでおり
ます。何回かこのような場で説明させて頂いておりま
すが、我々はまだまだ成⻑過程のステージだと思って
おりますので、投資のほうも積極的に続けております
ので、経費の部分が⼤きくなっております。これらを
含めて、今期の経常利益の355百万円から474
百万円まで伸ばしていけると思っております。

まだまだ成⻑過程の会社だと思っております。ここ
でいったん天井に当たるわけではなく、まだいくぞと考
えていますので、配当も今年と同様に実施させてい
ただきたいと思っております。配当のターゲットは
30％を⽬安に考えていますので、こちら記載してい
る数字を実⾏できるように今後も頑張っていきたいと
思っております。
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⼤きくは、前回も説明させて頂いたクラウドファン
ディング事業への参⼊について、住宅や⼟地、不動
産情報の提供システムの開発について、そして
R+houseのさらなる受注棟数増加に向けての施
策に関して、簡単に進捗をお伝えしたいと思います。

5. 中期経営計画の進捗状況

ここからは中期経営計画の進捗状況ということで、
去年にお伝えさせていただいた内容の状況をここで
はお伝えしたいと思っております。

20
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まず不動産クラウドファンディングに関しての取り組
みですが、前回はあくまで市場からの要請としてクラ
ウドファンディングというのにも取り組むべきだろうという
話をさせていただきました。これに関しましては、今年
の２⽉に不動産特定共同事業法という、不動産
を扱うクラウドファンディングを⾏う上では必ず必要な
認可の１号、３号という肝になる部分の認可を取
得することができました。
こちらを今後展開していくには、さらに⾦商法上の認
可等々も必要になるのですが、まずは不特法の認
可が取得できたということで⼀歩、前進したと思って
おります。
さらに、この取得も受けて、次の展開に向けまして、

ハイアス・キャピタルマネジメントという会社を設⽴い
たしました。先ほどもお伝えしましたように、今後我々
がクラウドファンディングを展開していくためには⾦商
法上の⼆種免許等が必要になり、会社体も必要
になってきますので、先⾏してつくった会社になります。
まだまだ売上の数字を出せるような会社ではありま
せんが、このような準備が着々と進んでいるというとこ
ろをお伝えいたします。
クラウドファンディングに関しましては、うまくいくかどう

かも含めて、我々は検証していくつもりですので、具
体的に数字が出せるようになり次第、本⽇のような
場でご報告させていただきます。

21
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２つ⽬の、住宅情報の提供システムの開発状況
です。もともと我々の商材としてエージェントマスター
サービス、AMSという住宅、不動産に関する売買情
報を集めて⾒やすい形式でお客さまに提供するとい
うサービスを展開しております。こちらをより使いやすく
するために、検索スピードや計算スピードを上げたり、
ユーザビリティーを上げたりするような改良を現在、
⾏っていまして、こちらはほぼ出来てきております。
さらにその次の段階として、物件の価格の予測を

より精度⾼くできるような仕組みにしていくこと、また、
その物件を取引するときに必要な各種情報を同じ
画⾯から⼀発で収集できる仕組みにまで発展させ
ることを、今、取り組んでおります。
これらのことはまだ取り組み中ではありますが、今

後は新築だけではなく中古物件も重要になってくる
と思いますので、今後、重要な役割を果たすと思っ
ております。

22
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今回の投資に⼤きく関わっているR+houseの受
注促進に向けての施策として、モデルハウス全６棟
を展開するということを前回説明させていただきまし
た。
このスライドの上の２つのモデルハウスは既にオープ

ンいたしました。左下もオープンしております。
左上が守⾕のモデルハウスで、右上が成⽥のモデ

ルハウスになります。左の守⾕のモデルハウスは昨年
10⽉にオープンしまして、それまでの集客に⽐べて、
おおよそ２から３倍ぐらいの集客になりました。また
受注にもつながっていますので、今のところ打った施
策が響いてきていると思っております。
残りの３つのモデルハウスも下にある場所で順次

オープンしていく予定です。このやり⽅でどんどん集客
ができるという実例ができれば、各会員企業さまにも
モデルハウス戦略としてノウハウ付きで展開していけ
ると思っております。
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次は、ハイアスの理念の実現に向けて、というと
ころになります。資産形成を⽀える会社としてとい
うことで、先ほども簡単にお伝えしました。

24
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我々は、⼟地や建物が欲しい、というタイミングで
の商材、つまり、⼟地情報や、取得計画、資⾦計
画などに役⽴つ商材を提供しています。
そして、建物を建てるときには資産価値が落ちな

い⾼性能な住宅を提供しております。
また、海外の例になりますが、建物⾃体も家の歴

史と書いて家歴と呼ばれるものがあり、どのような建
物であり、どのような性能を持っていて、それがどのよ
うなメンテナンスをされたかを記録として蓄積していま
す。こういった履歴が残るかどうかが、その後の資産
価値の計算をするときに⾮常に⼤きな役割を担って
きます。これはまだ⽇本ではそれほど浸透しておりま
せんが、欧⽶に倣って住宅履歴を蓄積する仕組み
も、我々のほうで提供しております。

不動産相続としましては、ここでは販売・引き継ぎ
と書いておりますが、実際に相続のタイミングでは、
資産をどのように活⽤するかが重要になってきます。
このタイミングに対しても具体的な商品を提供し展
開しております。
次のスライドでは、どの商材がどのタイミングに当て

はまるかをプロットしております。弊社の商材はばらば
らと多種多様あるように⾒えていたかもしれませんが、
このようにきちっと必要なところに必要な商材を充⾜
させていっております。
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残りの時間では、簡単に各商材の典型的な内容
をお伝えしたいと思います。まず、住宅取得時の相
談についてです。資⾦計画に基づいて家を建てると
いうことは⾮常に重要になってまいります。このことは
各住宅販売会社も認識されていますが、資⾦相談
に乗れる営業パーソンを育てるのは、実際は⾮常に
難しいです。
これに対して、リライフクラブは、SaaSと書いてあり

ますが、シミュレーションのソフトでして、誰でもある程
度研修を受ければ、お客さまの資⾦相談に乗れる
ような仕組みをソフトウェアとして提供しています。
この商材を利⽤していただいているファイナンシャル

プランニングのアドバイザーの⽅々に、弊社では資格
制度設けて展開しております。細かい話ですが、３
級、２級、１級、そしてグランドマスターという資格を
つくりまして、毎年これを表彰する資格制度を導⼊
しております。2017年から2018年で資格保有者
が⼤きく増えてきています。
つまり、このサービスを使ってくれる⽅が増えてきて

いるということですので、こちらも順調に進んでいると
⾔えます。
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また、次にR+houseですが、これもしつこい話に
なりますので簡単にだけお伝えします。これから
2020年の省エネ基準が義務化されてきますと、各
社とも住宅の性能に関しては意識せざるを得なく
なってきます。義務化されている基準をぎりぎり超え
る会社も多く出てくるかと思いますが、R+houseに
おいては、このUA値が、省エネ基準の0.75に対し
て、0.46となっています。この値が⼩さいほど断熱性
が良いのですが、⾮常に⾼いレベルで実現しておりま
す。しかもこれは実績のデータでして、理論値ではあ
りませんので、⾮常に⾼いレベルの数値だといえます。
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このように建物の性能の部分で、⾼性能な状態を
保てております。今後の新しい部分としましては、別
の柱であります地盤改良のHySPEED⼯法ではカ
バーできない場合がありましたが、今回、HySPEED
でカバーできないところを補うものとして、
ArrowSPEEDというのも展開いたします。
こちらは、今までHySPEEDを使われていた会社

が取りこぼしていたところを取りにいける商材ですので、
速く展開ができると思っております。
真ん中にRakuten STAY HOUSEと書いていま

すが、これは今年の1⽉にリリースいたしましたように、
楽天LIFULL STAYさんとの提携になります。リリー
ス当時は⺠泊というような表現で出ていましたが、
実際には、簡易宿所としての免許を取り、宿泊所と
して展開できる商材になります。
先ほど相続の話に触れましたが、⼟地をどう活⽤

するかの提案の時に、これまでは、WILL STYLEと
いう⼾建て賃貸という形での⼟地の活⽤提案がで
きていました。さらに、⼾建て賃貸だけではなくて、簡
易宿所という形で、宿泊客からの収益を得られる仕
組みをRakuten STAY HOUSEとして提供できる
ようになりました。
さらに、これはまだ開発中ですが、これまであまり触

れていなかった外構の部分に対して、GARDENS 
GARDENという形で提供予定です。ここはもっと具
体化してから、またお伝えできればと思っております。
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次に、⾮常に⼤きいものとして、こちらの、アフターメ
ンテナンスを強化する仕組みについてです。以前か
らハイアス家価値サポートというものを提供しておりま
すが、今回圧倒的な商品⼒を出そうということで、
「家価値60年サポート」という名前に変わりました。
実際サポート期間が、以前は10年だったものを⼀

気に60年まで引き上げています。私は27〜28才
で家を建てましたが、60年たつと⽣きていないかもし
れませんので、ほぼほぼ、⽣涯カバーできるぐらいの
期間になりました。また、住宅の履歴も、しっかりと残
せるようにもなっています。
さらに定期点検、もしくは⻑期の修繕計画も併せ

て提供することで、ユーザーの⽅にとっては家の保全
ががやりやすくなったと同時に、⼀番の狙いは家を建
てた企業さまが、そのあとのアフターの仕事を取れる
ようにすることです。
今まではアフターの仕事は取れてないケースが⾮

常に多かったのですが、これを使っていただくことで、リ
フォームや、様々な場⾯において、家を建築した会
社に必ず仕事が流れてくるような仕組みを、この家
価値60年サポートでは狙って作っております。
こちらも⼤きな業績貢献はまだ⾒込めませんが、

将来的には⾮常に効いてくる商品として今回提供
を開始しました。
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以前から開始しまして評判が良かった、不動産相
続の相談窓⼝に関しましては、こちら全国で勉強会
を開催しておりますが、エリアも増えて順調に進めて
おります。

最後になりますが、地⽅創⽣です。先ほどの不動
産相続の相談窓⼝との組み合わせも考えています。
これはまだまだ数字がうんぬんということではないので
すが、住宅や不動産に関わる事業をやっている以
上、地⽅創⽣は避けては通れない部分ですので、
いろいろな取り組みを検討しております。
この間も、これに関する会合を開きまして、活気が

出てきていますので、こちらに関しても今後、展開が
期待できると思っております。
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少々⻑くなってまいりましたが、最後のまとめです。
地⽅創⽣の話もそうですが、基本的には弊社のほう
で様々な商材を企画、開発し、それを全国の中⼩
の⼯務店や不動産会社に提供し、その⼈たちが各
エリアで事業として実⾏してくださる、このようなモデル
となっております。
そして、それぞれに関わってくる⾦融機関や政府な

どのパイプづくりは、弊社が頑張って進めておりまして、
このモデルは順調であると思っております。
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売上の推移につきましては、厳密なグラフではあり
ませんが、2019年、2020年で、これからも伸ばし
ていくという計画になっています。弊社はまだ成⻑過
程だと思っておりますので、まだまだ伸ばしていく予定
でおります。
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このスライドも、来年度以降は具体的な数字では
なくイメージになります。今期は譲り受けを１つ実現
できました。今後2020年、2021年に関しましても、
現状の業務、仕事だけではなくて、こういったM＆A
の展開も含めて、展開を早めていきたいと思っており
ます。
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最後に会社概要なども付けておりますので、ご
覧いただければと思います。私のほうからの説明
は以上とさせていただきたいと思います。ありがとう
ございました。
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